
唯一の被爆国として 

 

 今年は、１０月になっても、全国各地で真夏日を記録するような日も多く、温暖化の進行

を感じてしまうような年となりました。毎年９月下旬から香りを漂わせるキンモクセイも、

今年は、１０月になってから、ようやく花を咲かせ、今まさに盛りといった感じになりまし

た。 

 

 さて、毎年、１０月に発表される「ノーベル賞」ですが、今年は、日本被団協（日本原水

爆被害者団体協議会）が「平和賞」を受賞しました。ノーベル賞は、第１月曜日に「生理

学・医学賞」、火曜日に「物理学賞」、水曜日に「化学賞」、木曜日に「文学賞」、金曜日に

「平和賞」、翌週の月曜日に「経済学賞」が発表されます。私は、毎年、日本に関係する方の

受賞を期待しながら帰宅後にニュースを見るのですが、木曜日のニュースで韓国のハン・ガ

ンさんの受賞を聞いて、アジアの隣国である韓国から受賞者が出たことは、とても喜ばしい

ことでした。「平和賞」といえば、１９７４年に「非核三原則」を宣言した佐藤 栄作元総理

大臣が受賞して以来、日本の受賞者は出ていませんので、金曜日の帰宅後に日本被団協の現

在の代表である箕牧 智之代表委員が涙を流しながらインタビューを受けている映像をニュー

スで見て、大変驚きました。 

 １９４５（昭和２０）年８月６日 午前８時１５分 広島にウラニウム型原子爆弾が、３日

後の８月９日 午前１１時２分 長崎にプルトニウム型原子爆弾が投下され、合わせて３３万

人以上が犠牲となり、２３万人以上が負傷しました。人類史上最悪と言われる兵器が戦争に

使われてから来年で８０年になりますが、現在、ロシアのウクライナ侵攻に伴う戦闘状態、

イスラエルとイランの対立、北朝鮮と韓国の関係悪化などによって、核兵器の使用が危ぶま

れる状態が引き起こされています。そのような中、映画「オッペンハイマー」、朝の連続テレ

ビ小説「虎に翼」などで、原爆の悲惨さを風化させまいと問題提起がされました。 

 現在の小学校では、原爆の悲惨さを授業で取り扱う機会が減っています。

原爆を扱う教材が少しずつ数を減らしているのです。以前は道徳の副読本や

６年生の国語に「石うすの歌」などがありましたが、現在は、５年生の国語

「たずねびと」６年生社会の歴史学習、国語の教科書の巻末「付録」部分に

「平和のとりでを築く」が残るのみとなっています。今回の受賞で、次回の

教科書改訂時には、原爆に関する教材が増し加えられるやもしれません。 

唯一の被爆国で生きる者として、被団協の皆さんの訴える「No more Hiroshima. No more 

Nagasaki. No more war. No more Hibakusya.」の精神を、未来へ繋げていかねばならないと

改めて強く思わされました。 

 

 

か も が わ  
上 尾 市 立 鴨 川 小 学 校 

上 尾 市 西 宮 下 4 - 4 0 0 

電 話  7 7 5  -  6 5 6 2 

ＨＰは「上尾市立鴨川小学校」で 検索 
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１１月の行事予定 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 金 
彩の国教育の日・教育週間（～７日） 
３年生消防署見学 

2 土  

3 日 文化の日 

4 月 振替休日 

5 火 口座振替日  児童集会 

6 水 ガンバリタイム 

7 木 ２年生生活科体験（北本自然学習センター） 

8 金 音楽のひろば（校内） 

9 土 音楽のひろば（一般）  ３時間授業 １１：４０下校 

10 日  

11 月 振替休業日（１１/９日分） 

12 火 なかよし集会  スクールカウンセラー来校 

13 水 

３年生社会科見学（歴史と民族の博物館） 

上尾市小・中学校音楽会（５年 1 クラス） 

さわやか相談室開設 

14 木 県民の日 

15 金 開校記念日 

16 土  

17 日  

18 月 音楽のひろば予備日 

19 火  

20 水 ガンバリタイム  6年租税教室 

21 木 委員会 

22 金 １年生ふれあいの広場 

23 土 勤労感謝の日 

24 日  

25 月  

26 火 講話集会 

27 水 
 

28 木  

29 金 ４年生社会科見学（利根大堰） 

30 土  

 

１２月の主な行事予定 
 

３日（火）授業参観・懇談会（123年） 

４日（水）授業参観・懇談会（４５６年のぞみひかり） 

５日（木）口座振替日 

１８日（水）上尾市学力調査（２～６年） 

１９日（木）委員会  給食終了日 

２３日（月）１、２年特日課３時間  

３～６年特日課４時間 

２４日（火）２学期終業式  ３時間授業 

 
 

いじめ撲滅強調月間（１１月） 
 

いじめられた子供には心身に深刻な被害が生じる

ことがあります。いじめは重大な人権侵害であり、決

して許されることではありません。埼玉県では、１１月

を「いじめ撲滅強調月間」と定め、いじめ問題の根絶

に取り組んでいます。いじめを受けていたり、いじめに

気が付いたりしたら一人で悩まず相談・通報してくだ

さい。 
 

 

 相談窓口等 
 

○よい子の電話教育相談（埼玉県立総合教育センター） 

【相談内容：いじめ、不登校、学校生活】 

・18歳以下の子供用（無料）（毎日 24時間）  

＃７３００(なやみゼロゼロ)  

０１２０－８６－３１９２(ハローさいのくに)  

・保護者用（毎日 24時間）  

０４８－５５６－０８７４(こころおはなし)  

Ｅメール相談 soudan@spec.ed.jp 

FAX相談 ０１２０－８１－３１９２ 

 

 ○いじめ通報窓口（埼玉県教育委員会） 

【通報内容 いじめに関すること】  
   https://www.pref.saitama.lg.jp/f2209/ijime-soudan-form.html 

  ※この窓口は「いじめ」についての 

情報提供を受けることが目的であり、 

相談に対する返信は行いません。 

  ※通報された情報は学校に提供します。学校はあな

たが送信したことがわからないように調査・対応

します。 

 

 ○埼玉県警察少年サポートセンター 

【相談内容：非行やいじめ、犯罪被害等の少年問題に関する心理面の相談】 

（月～金／祝休日・年末年始を除く 8時 30分から 17時 15分） 

０４８－８６１－１１５２「少年用・ﾔﾝｸﾞﾃﾚﾎﾝｺｰﾅｰ」 

０４８－８６５－４１５２「保護者用」 

※面接相談は要予約 

   

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2209/ijime-soudan-form.html

	学校だより11月号（校長）タイトル入り
	R6 11月裏面

